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1. 研究の背景と目的 




















Lix(C2H8N2)yTiSe2 と Lix(C6H16N2)yTiSe2 の合
成に成功した．一方，Li または EDA を単
独でインターカレートした LixTiSe2，
(C2H8N2)yTiSe2においても，Tc = 2.4 , 2.8 K
で超伝導転移を観測した．磁化率と電気抵
抗率を測定した結果，母体で観測されたT ~ 








































































































































図 2. Tcと(a) - (c) c300Kおよび (d) - (e) 層間長との関係． 
(a), (d)はMoSe2系, (b), (e)はTiSe2系, (c), (f)はTaS2系の結果を表す． 
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した結果，金属と有機分子のコインターカレーションによる N(EF)の上昇とフォノンのソフト化による電子格子
相互作用の増大が超伝導の発現に寄与している可能性が高いと結論した．フォノンのソフト化には，電子キャリ
アドーピングと電子構造の 2次元化によるフェルミ面のネスティングの向上の両方が必要であり，コインターカ
レーションの有用性を示した．一方で，本研究において発見した超伝導体のTcはいずれも低く，構造相転移も観
測されないことから，2 次元系のMX2では，コインターカレーションによって強いフォノンのソフト化を誘起す
るのは困難であり，Tcを大幅に上昇させることは難しいと結論した．また，ソルボサーマル法を用いることで，
液体アンモニアを使用せず，安全かつ簡便にアルカリ土類金属と有機分子をコインターカレートできることを見
出した．これらの成果は，コインターカレーションを用いた新物質の探索的研究に新たな道筋を拓き，今後，よ
り多くの新規超伝導体の発見に貢献できる． 
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